
はじめに−本書の特徴−

　昨今，臨床検査と病理は別の分野として切り離されてい
ます．いずれも高い専門性が必要とされ，特に病理に関し
ては，癌治療の多様化に伴い，化学療法の選択等で，病理
診断の重要性が高まっていることも一因といえましょう．
よって，臨床検査と病理が一緒に解説されている本書は，
ある意味時代遅れのスタイルなのかもしれません．しかし，
病理と臨床検査のさまざまな検査から得る情報を「総合的
に」判断しうる幅広い「臨床病理」の基礎知識は，特に総
合内科医をめざす若い医師にとってこれからますます必要
になるでしょう．
　本書は，検体検査，病理検査および診療応用編の 3 部構
成となっています．今までの臨床検査の本にありがちな形
態，すなわち，「検査項目ごとに基準値，異常値，その解説
を羅列する画一的な形態」はとっていません．
　臨床の場では，血液検査はある程度まとまった項目をオー
ダーするはずです．むしろ検査項目同士の関連性を知るこ
とが重要です．よって，本書では，どのような場合にどの
検査を併せて行えばよいかということの解説に主眼を置き
ました．本書を最初から最後まで通読していただいてもか
まいませんし，フローチャートや表や写真をフルカラーで
ふんだんに用意しましたので，実際の臨床の現場でアトラ
スや事典代わりとして使っていただいてもよいでしょう．
　巻末には基準値の一覧表を載せていますので，基準値の
みを知りたい場合は便利です．また，コーヒーブレイクには，
まさにブレイクというような臨床検査や病理にかかわる「お
つまみ」的話題に触れております．楽しんでいただければ
と思います．
　また特に研修医の先生で，オーベンの先生方のセットし
た検査項目をそのまま copy and paste して漫然と検査オー



ダーしていることはないでしょうか．しかし，過剰な検査は，
かえって正しい診断の妨げになりますし，実際，検査はし
ているが解釈のわからない項目が異常値として返ってきた
場合に困ることも多いでしょう．適切な検査，目的をしっ
かりともった検査が先生方の診療をレベルアップさせるこ
とは間違いなしです．まずは患者さんからたくさんの臨床
所見を得て，有効な検査を行ってください．
　最後に，この本を執筆するにあたり多くの方々の協力を
いただきました．深い理解と愛情でいつも私を支えてくだ
さる順天堂大学医学部附属練馬病院院長の児島邦明先生な
らびに病理診断科長の松本俊治先生，プロの目から本書の
編集に的確なアドバイスをくださった羊土社の神谷敦史さ
ん，秋本佳子さん，また，貴重なご意見をくださった病理
技師の青木裕志さんほか病理検査室のスタッフの皆様，臨
床検査科の立花前技師長や嶋田高一さんほかスタッフの皆
様，その他すべての方々のお名前を列記することは不可能
ですが，この場を借りて厚く御礼を申し上げます．また，
好きなことに邁進しすぎる私をあきれながらも応援してく
れる夫，子供たち，そして両親にも感謝の気持ちでいっぱ
いです．
　本書が，みなさまのポケットにいつもお守りのように入っ
ていて，ぼろぼろになるまで利用されたら著者としてこの
上ない喜びです．
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